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数 学
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〔注意事項〕

1. 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2. 解答には黒鉛筆または黒シャープペンシルを使用しなさい。

3. 氏名および受験番号を解答用紙の所定の記入欄に必ず記入しなさい。

4. この問題冊子には，問題 1, 2, 3, 4, 5 があります。全ての問題に解答し
なさい。

5. 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の
汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。

6. 解答は必ず解答用紙の指定箇所（問題番号と一致するところ）に記入し
なさい。

7. 下書きにはこの問題冊子の余白を使用しなさい。

8. 試験終了後，問題冊子を持ち帰りなさい。
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1 次の問いに答えよ。

(1) 0でない実数 aに対して，定積分

I =

∫ π
2

0

eat cos(2t) dt, J =

∫ π
2

0

eat sin(2t) dt

を aの式で表せ。

(2) xy平面において，曲線C : x = e−2t cos t，y = e−t sin t
(
0 ≦ t ≦ π

2

)
と，x軸と，y軸で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。
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2 nを自然数とする。xy平面上を動く点 Pがあり，1回の移動で次の (L)，
(R)のいずれかによって，Pは移動する。

点 Pが (x, y)にあるとき，
(L) (x− 1, y − 1)に移動する
(R) (x+ 1, y − 1)に移動する

はじめ Pは原点 (0, 0)にあり，この移動を n回繰り返す。このとき，k =

1, 2, · · · , nに対して，Pが k回移動した後の x座標を xkとおく。
例えばn = 2のとき，Pは「(L)，(R)」の順に従って移動すると，(−1, −1)，

(0, −2)の順に移動する。またPの移動の仕方は，「(L)，(L)」，「(L)，(R)」，
「(R)，(L)」，「(R)，(R)」のそれぞれに従って移動する 4通りある。さらに，
x2 ≦ 0をみたす Pの移動の仕方は，「(L)，(L)」，「(L)，(R)」，「(R)，(L)」
のそれぞれに従って移動する 3通りある。
次の問いに答えよ。

(1) n = 4のとき，xk ≦ 0 (k = 1, 2, 3)かつ x4 = 0をみたす Pの移動の
仕方は何通りあるか。

以下，n = 8とする。x1, · · · , x8の最大値をM とし，x1, · · · , x8の最小
値をmとする。

(2) −2 ≦ m ≦ M ≦ 3をみたす Pの移動の仕方は何通りあるか。

(3) m = −2かつM ≦ 3をみたす Pの移動の仕方は何通りあるか。

(4) m = −2かつ 1 ≦ M ≦ 3をみたす Pの移動の仕方は何通りあるか。
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3 z \= 1をみたす複素数 zに対して，複素数wを

w = 2z − 3
z − 1

と定める。r > 1をみたす実数 rに対して，zが z ≧ rの範囲を動くとき，
wがとる値の範囲をDrと表す。次の問いに答えよ。

(1) r = 3
2
のとき，Drを複素数平面に図示せよ。

(2) Er をDr と実軸の共通部分とする。整数を表す点のうち，Er に含ま
れる点の個数をNrとおく。Nr = 3となる rの範囲を求めよ。

— 8 —



— 9 —



4 1辺の長さが 1である正四面体OABCを考える。点 P，Q，Rは，それぞ
れ辺OA，OB，BCを以下のように内分する。

OP : PA = s : (1− s), OQ : QB = t : (1− t), BR : RC = u : (1− u)

さらに，点 O，△ABCの重心 G，△PQRの重心 Hの 3点は同一直線上に
ある。
次の問いに答えよ。

(1) s，uを tの式で表せ。また sのとり得る値の範囲を求めよ。

(2)
−→
QP

2

， −→
QR

2

，内積−→
QP ·

−→
QRを tの式で表せ。

(3) △PQR の面積 S を t の式で表せ。また S が最小となる t の値を求
めよ。
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5 aを 0 < a ≦ 1をみたす実数とする。関数

f(x) = 2 log(sin(ax))− (log x)2
(
1 < x < π

2

)
について，次の問いに答えよ。

(1) f(x)を微分せよ。

(2) a = 1のとき，f(x)の極値を与える xの個数を求めよ。

(3) a ≦ 1
2
のとき，f(x)は極値をもたないことを示せ。ただし，log π

2
<

1
2
を証明せずに用いてよい。
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